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歌曲にみる異文化へのまなざし――H. ヴォルフの歌曲を中心に
Insights into Other Cultures in Vocal Music: The Songs of H. Wolf
高木彩也子　愛知県立芸術大学音楽学部非常勤講師
Abstract
One of the great lied composers from the era of German Romanticism, Hugo Wolf (1860‒
1903) composed his Spanish Song Book and Italian Song Book in succession, using the texts of 
Spanish and Italian poems translated into German. Regarding Wolf’s own interest in southern 
Europe, he stated that he chose foreign poetry because of the popularity of translated foreign 
literature in Germany at the time. As his mother demonstrated southern Europe family traits, 
Wolf’s strong admiration for a radiant southern country is evident in both these works, along 
with a feeling of freedom, and cross-cultural exchange, embodied in the music’s exotic rhythm, 
melody, and harmony.
I performed at that concert, while maintaining the focus of the pieces from these books, 
additional pieces by other composers could be included, which shared the ideas of these cross-
cultural works.
　
ドイツ・ロマン派歌曲の大家であるフーゴー・ヴォルフ (1860 - 1903) は晩年、南欧をテーマ
にした歌曲集《スペイン歌曲集 1》《イタリア歌曲集 2》を相次いで発表した。ヴォルフが異国の
詩に興味を持ち作曲するに至った背景には、当時のドイツにおいて外国文学の翻訳が流行してい






　プログラムの前半では、ゲオルク・フリードリヒ・ヘンデル (1685 - 1759)、フランツ・シュー
ベルト (1797 - 1828)、フェリックス・メンデルスゾーン (1809 - 1847)　の 3人の作曲家を取
りあげた。いずれも彼らが「異文化」から着想を得た作品を選曲した。まずヘンデルのオペラ
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   各作曲家の作品を時代ごとに演奏した後、後半ではヴォルフの《イタリア歌曲集》全 46曲か













1 1889 ～ 91 年にかけて作曲。パウル・ハイゼ（1830 - 1914）とエマヌエル・ガイベル（1815 - 84）がスペイ
ンの有名・無名の詩人たちの詩を独訳した詩集『スペインの歌の本』から、44編選んで作曲した。この歌曲集
は第一部「聖歌曲集」、第二部「世俗歌曲集」に分かれている。
2 1890 ～ 91 年、1896 年にかけて作曲。同じくハイゼが独訳してまとめた詩集『イタリアの歌の本』から、全
46編の恋愛詩を選び作曲した。
3 母カタリーナはスロヴェニア出身であるが、彼女の祖先にはイタリア人も数人いたことが分かっている。
4 HWV33。ヘンデルがイギリスに帰化したのち、オペラ作曲家として成功を収めていた 1734 年に作曲。台本作
家は不明。
5 ルドヴィーゴ・アリオスト (1474 - 1533) による全 46歌、3万 8736 行に及ぶ長編叙事詩。恋に狂った英雄オ
ルランドの物語が中心となっているが、インドや中国、イスラム教徒が登場するなど異国の魅力に溢れた独特な
世界観は、バロック期の数多くの音楽家に影響を与えた。





8 1834 年に書いた《6つの歌曲》の第 2曲目。詩はハインリヒ・ハイネ（1797 - 1856）の詩集『歌の本』の中の「叙
情挿曲」からとられている。当時はおとぎの国と考えられていた遠い東洋の国インドに、恋人である君を連れて
行こうとロマンティックな歌詞が、アルペジオの伴奏と優雅で憧れに満ちた旋律によって歌われる。
